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会 議 録 

会議の名称 令和６年度（2024 年度）第１回つくば市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和６年５月 28 日（火） 開会 14 時 30 分 閉会 17 時 00 分 

開 催 場 所 防災会議室（２）（３） 

事務局（担当課） こども部こども政策課 

 

出 

席 

者 

委員 

 

 

土井 隆義（会長）、長塚 俊宏、阿部 未保子、千代原 義文、

堀内 明由美、古谷野 好栄、橋本 幸雄、浦里 晴美、鈴木 

朱里、大久保 良文、園田 浩美、青山 夏樹、岡山 拓史、間

野 聡子、落合 美智子、柳下 浩一朗、江原 孝郎、宮本 美

穂 

その他 ５－６（仮称）第３期つくば市子ども・子育て支援プラン策

定支援業務委託受託者（株式会社名豊） 

事務局 

 

（こ ど も 部）安曽部長、吉沼次長 

（こども政策課）木村課長、小野課長補佐、飯塚係長 

（こども未来センター）中澤課長、大塚課長補佐 

（幼 児 保 育 課）岩田課長、菊池課長補佐 

（こども育成課）桐生課長 

（教 育 局）吉沼局長、久保田次長 

（学 務 課）笹本課長 

公開・非公開の別 □公開 □非公開 ☑一部公開 傍聴者数 ４名 

非公開の場合はそ

の理由 

つくば市情報公開条例第５条 第１号、第３号に該当する情

報を扱うため 

議題 協 議 事 項 

（１） 小規模保育事業者認可に関する意見の聴取について

（１事業者） 

（２） つくば市立保育所における安全管理の取組について 
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（３） 公立保育所の施設整備にあたっての諸条件への意見

の聴取について（上横場保育所及び高見原・城山保育

所） 

（４） 第２期つくば市子ども・子育て支援プラン（令和５年

度実績）の点検・評価の実施方法について 

（５） 第３期つくば市子ども・子育て支援プラン策定に向け

た方針等について 
 

報 告 事 項 

（１）こども未来センターの設置について 
 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 協議事項 

４ 報告事項 

５ そ の 他 

６ 閉  会 

 ＜審議内容＞ 

土井会長：会議条例第６条第２項の規定に従いまして随時議事進行役を務めさ

せていただきます。案件に移る前に委員の皆様にお伝えをいたします。会議で

の発言に際しましては手を挙げていただいて、私の指名を受けた後、マイクが

手元に届いてから、お名前を述べて、可能な限り明瞭にご発言くださいますよ

うお願いいたします。また、円滑に会議を進行するため、ご意見につきまして

はなるべく簡潔にまとめた上でご発言ください。それぞれの案件の審議に係る

時間配分につきましてもご配慮いただいて、会議がスムーズに進行できますよ

う、ご協力をお願いいたします。本日の会議終了予定時刻は 17 時になっており
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ますのでご協力のほどお願いいたします。また当会議はつくば市附属機関の会

議及び懇談会等の公開に関する条例に基づき、公開が適当であると考えます。

ただし審議案件の中で、法人等の財産状況、或いは個人情報に言及する可能性

がある場合は非公開とし、傍聴者の退室をお願いしたいと考えております。こ

の件につきまして、異議のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

委員：（異議なし） 

土井会長：では、ないようですので、傍聴をお認めすることといたします。傍

聴者はいらっしゃいますか。今日は撮影希望の方はなしですね。では早速本日

の協議事項に入りたいと思います。お手元の資料にありますように協議事項が

５件あります。量が多いので効率よくいきたいと思います。まず、最初のもの

ですね、３件ほどやった間で４、５の前に１度時間を取ることができれば休憩

を取りたいと思いますので、まずはそこまでおつき合いいただければと思いま

す。まず協議事項の１です。小規模保育事業者認可に関する意見の聴取につい

てとなります。こちらはつくば市長から当会議宛に、諮問書が提出されており

ますのでここで申し添えます。では協議事項１についてまず事務局から説明を

お願いいたします。 

事務局（幼児保育課）：（資料に基づいて説明） 

土井会長：ありがとうございました。今事務局から説明がありましたが、この

ことにつきましてご審議をお願いしたいと存じます。また、つくば市子ども子

育て会議条例第７条の規定に基づきまして、関係者の出席を求め、意見を述べ

させることができます。本日、この件につきまして事業者が来ておりますので、

内容についての説明を求めることができますが、いかがいたしましょうか。 

他委員：求めます。 

土井会長：では、これより事業者より説明をいただいた上で審議を進めていき

たいと思います。恐れ入りますが傍聴者の方にお願いいたします。事業者の説

明を求める際には、会議冒頭において非公開と決定しておりますので、恐縮で
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すが、一旦ご退出くださいますようお願いいたします。また、名豊様におかれ

ましても、一旦ご退室のほどお願いいたします。では、事業者の方のご入室を

お願いいたします。 

（傍聴者退出） 

（非公開） 

（傍聴者入室） 

土井会長：では、審議を再開いたします。審議にあたり皆様にお願いがござい

ます。審議中は事業者個人に関わる事柄、お名前、住所、出身地、職務経歴等

についてのご発言は、控えていただきますようお願いいたします。では改めま

して小規模保育事業者認可に関する意見の聴取につきまして、何か意見はあり

ますでしょうか。市長から諮問が来ていますので答申をしますが、その時に意

見をつけるか、意見なしとするかということです。OK ならば意見なし、意見が

あるならば、何か意見をつけて答申をいたします。今の質問の中で、おそらく

意見をつけるとすれば、例えば、避難経路を複数経路ご検討いただきたいとい

うことかなと。いかがでしょうか。特に質問された方いかがですか。 

長塚委員：長塚です。事業者の方に質問をしておりませんけれども皆様から的

確な質問がございまして、回答の方も理解できたかなと思いますけど、今、会

長がおっしゃったように避難経路、これは出した方がいいと思います。やはり

はっきりと事業者の方から答えをもらって複数の経路で、どれが一番最適なの

かも含めて検討してもらうということは必要かと思いますので、提出した方が

よろしいかと思います。 

土井会長：他の方はいかがですか。今のご意見に反対の方いらっしゃいますか。

反対はないですか。避難経路を複数考えてくださいというのはご意見つけまし

ょう。 

江原委員：僕も同じことなのですけれど、入口が１つというのはちょっと気に

なったのですね。色々な火災事故があったときに、避難所の入口で何か起きた
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場合に、やはり焼死している例がかなり多いですね。ですから、できれば入口、

出口をもう１つ確保できないかということを、結局避難経路という話になると

思うのですけれど。その辺をもう一度検討をお願いしたい。 

土井会長：というご意見ですがいかがでしょうか。おそらく、これは貸しスペ

ースだから、ちょっと構造的なものだと思います。 

事務局（幼児保育課）：幼児保育課の岩田と申します。施設に対する複数の出

入口のお話がありましたが、こちらの施設に関して２ヶ所出入口がございます

ので、複数の出入口となると、この施設に対しての何か意見としてはもう課題

はクリアしているという形になりますので、１点確認をさせていただきたいと

思って意見させていただきました。 

土井会長：複数あるというのは。 

事務局（幼児保育課）：地図で言うと、縦見とするこのＡ３の資料のですね、

右側にこの玄関、こっちに玄関というここから、ペデストリアンデッキに出る

という２階の入口になっていまして、あと、ここがスロープってなっています

けど、ここが１階に行ける入口になっていますので、ここからも、ここからも

外に出ることはできますので複数の経路というのは、すでに確保されているも

のになっています。 

土井会長：非常口の経路と、それから通常の出入口と２つあるってことですね。 

わかりました。ありがとうございます。 

千代原委員：千代原です。今、長塚さんと江原先生の意見からやはり避難経路。

しっかり確認していただいた上で、それをしっかり小規模保育の保育園を利用

する保護者の方にしっかり周知してもらわないといけないのかなと。また、子

どもを避難させるのも大事なのですけれども、やはり大人が、周りの店舗です

ね、大人の人がほとんどだろうと思うのですけれど、そういう人たちにも協力

してもらって避難をするっていうこともやはり検討した方がいいんじゃないか

と。小規模保育の保育園の先生だけでは多分難しいだろうと思いますので、や
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はりそういう周りの大人の人たちの協力っていうのが必要なのかなと私は思い

ました。 

土井会長：ありがとうございます。２点ですね。１つは保護者への避難経路に

ついての情報の周知。２つ目は避難に際して、周囲の店舗等との協力体制も考

えてくださいということですね。 

千代原委員：避難経路の周知もそうなのですけれど、保育園の先生方のコンセ

ンサスをしっかり取ってもらうということも大事だろうと思います。 

土井会長：いかがしますか。複数考えてくださいということですから付け加え

ておきましょうか。よろしいですか。では、今の２点付け加えたいと思います。

まず避難経路につきまして他に何かご意見ありますか。よろしいですか。別件

であったのは古谷野先生がおっしゃった医務スペースですね、これはどうしま

すか。何か意見つけますか。 

（医務スペースについて特に意見はなし） 

千代原委員:千代原です。よろしくお願いします。避難経路もそうなのですけれ

ど、避難訓練はどうするのかなと。避難訓練。それはちょっと立ててみて、で

き上がって、１回やってもらって、それで問題等が発生すると思うのですけれ

ど、１回検討してもらって、それで改善してもらいたいなと。絶対問題点は発

生すると思う。それは先の話ですけれども、それをちょっと検討してもらいた

いなと思います。 

土井会長:今回質問はしませんでしたが、開園後は、１度避難訓練をやってみて、

それも確認に含めてくださいってことですね。 

柳下委員:それは 15 ページに月１回やるって書いてありますね。先ほどの協力

っていう意味では大和ハウスさんになると思うのだけれど、皆さんのその意識

を高めるために大和ハウスが全体でやっていただくようなパターンがいいと思

うのですよね。入っている人を集めて、みんなでここを守ろうという意識を。

大和ハウスに誰が言えるかわからないけど、その流れがいいかなと思います。 
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千代原委員:千代原です。今の意見はすごく良くて、小規模保育園だけでやるの

ではなくて、やはり他の店舗の人と一緒に協力して共同してやった方がいいか

なと。その上で問題点が発生すると思いますので、それで１回精査していただ

いて総括していただければと思います。 

土井会長:ありがとうございます。私たちは事業者に意見するわけではないの

で、市長に答申をあげるので、避難訓練にあたっては、大和ハウスを通して、

ビル全体で考えていただくということをご検討いただきたいということを市長

にお伝えをするということでよろしいですかね。ありがとうございます。他は

いかがでしょうか。間野委員お願いします。 

間野委員:間野です。今のことに関連して、防災ということを考えたときにこち

らのテナントビルだと、時間帯によって来る人やいる人が変わると思うのです

よね。ですので、防災という意味で同じような想定ばかりではなくて多分時間

帯とかその時々で変わってくるものというのを意識していただいた方がいいの

かなと思ったので追加で。そこの意識は持ってもらわないと、保護者としては

夜遅くなるほどアルコールも出るようなお店があったり、様相も変わってくる

のかなというのも心配になりましたので付け加えさせていただきます。 

土井会長:時間帯や曜日等のバリエーションを持って、色々な状況に対応できる

ように避難訓練を考えてくださいということですね。では、それも付け加えま

しょう。他はいかがでしょうか。よろしいですか。今防災ばかりですけれど、

他はいいですか。特に他はないですか。では、ないようですので今の意見を市

長に出したいと思います。今承ったご意見をこちらでまとめて、市長に答申し

たいと思います。それでは、これで答申を出しますけれども、それを受けて今

度事業者から回答が１度あると思いますが、その周知について事務局からご説

明をお願いいたします。 

事務局（こども政策課）:本会議においてご審議いただきました、小規模保育事

業者認可等に関する意見の聴取につきましては、本日の審議結果に基づいて会
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長名で答申する形となります。答申の内容につきましては、委員の皆様にメー

ルでお知らせしたいと考えております。なお、ご意見に対して、事業者からの

回答が提出されましたら、委員の皆様にメールでお知らせしたいと考えており

ます。事務局からは以上です。ありがとうございます。 

土井会長:今の方針でよろしいでしょうか。ではその方針で進めさせていただき

たいと思います。ありがとうございました。ではこれで協議事項の１－１の審

議を終了いたします。 

土井会長：続きまして協議事項の２、つくば市立保育所における安全管理の取

組みについてです。 

まず事務局から説明をお願いいたします。 

事務局（幼児保育課）：（資料に基づいて説明） 

土井会長：はい。ありがとうございます。今の事務局からの説明につきまして

ご意見、或いは質問等ありましたらよろしくお願いいたします。 

橋本委員：橋本です。抜け出すというのは園にとっても大変なリスクなのです

けれども、抜け出す子のタイプ、それは把握していますか。 

事務局（幼児保育課）：調べました。 

橋本委員：ただ、全部が抜け出すわけではないですから。そのあたりはきちん

と把握した上で、足がかりになるところにも書いてありますけれども。網上の

ものの足がかりはどこまでいっても、子どもは超えていきますよね。あと、穴

を掘ってしまう場合もありますし。自分が抜け出そうと思って、抜け出す者の

心になって、防いでいくというのが大事なのだと思います。 

宮本委員：宮本です。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、手代

木南保育所の門扉も最初は低かったのですけれども、それが改善されて、大き

く高くなったのですけども、その他の塀というか、周りの柵はずっと変わらず

低いままなので、ずっと気になっておりまして、これは絶対抜け出すのではな

いかなとは思っております。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●。ただ、先生たちはすごく見守って、それを

防止するための対策をしているとは思うのですけれども、隙をねらっていくこ

とというのは、そういった特性のある子には特にあると思うので、ちょっと対

策が必要なのかなと思っていました。 

土井会長：千代原委員お願いします。 

千代原委員：千代原です。よろしくお願いします。まず１つお伝えしたいこと

がありまして、高さの問題にしてもそうですし、今、橋本先生がおっしゃった、

抜け出すという子どもの特性もそうなのですけれど、本当に苦労されているの

だなと。しっかり検討されているな、本当に苦労されているのだなということ

がまずひしひしと伝わってきました。広島の子ども子育て会議で意見が出てい

る通り、我々も、我々なりの検討、見解を出すことができればいいかなと思っ

ておりますし、それがしっかりとした基準になればと思っています。本当にご

苦労様です。幼児保育課の方だけが考えるのではなくて、みんなで考えて、み

んなで解決していければと思っています。 

園田委員：園田でございます。安全管理って本当に人ごとではなくて、これで

よしなんていうことはないと思うのです。定期的に行われるべきものであって、

例えば、破れたフェンスはいつ破れたのかなとか、ネットもいつかは捻じれて

破れると思うのです。ですので、定期的に色々な目で見る。私がやってきた中

では、今は小学生ですけれども、委員会の子ども達や先生達と、子どもの目で

見る。あとは、保護者の方々にボランティアで入っていただいた時に、保護者

を入れた安全点検は非常に有効でした。会社勤めの方はそういった安全点検を

受けておられる。情報や施設の安全管理だけではなくて、情報管理のあり方や、

色々な視点で一緒に子どものために考えることができたので、複数の目で定期
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的に行うということが重要なのかと思いながら聞いておりました。 

土井会長：ありがとうございます。 

鈴木委員：鈴木です。今の公立の保育所についての安全点検についてだったの

ですけれども、色々調べてくれて、本当にいいなと思ったのですけれども、そ

れ以外にも、公立幼稚園も併せて調べていただけたらなと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

古谷野委員：つくば民間保育協会の古谷野です。粗方この対策をされているの

で、抜け出しというのは本当に命に関わることですので、このような対策をし

て、先ほど園田さんが言われた点検ということがとても大事だと思いますので

行っていただきたいです。保育園からしますと、子どもの興味というのが、実

は抜け出すということは遊具などに結構関わってきまして、やはり退屈であっ

たりすると子どもの興味が狭いところにいったりなどというところが、とても

大事な視点だと思うのですよね。また、生け垣も生き物が住む隠れ場になって

いるので、本当であれば、内側ではなく外側にやることでそこに隠れる生き物

を見つけるという興味がそこから出るとか。潜っていくっていう動作は体を使

わないとできないというところで言いますと、園庭の中にそのような遊具を作

って、そちらに興味を向ける。そのような視点もソフト面でいうとありまして、

これを言うときりがないのですけれども、橋本先生のところもとても自然豊か

で穴を掘ったり、そういった自然遊びが豊かなので、そちらに気が行かないと

いうところがおそらく素晴らしいところだと思うのですが、そういった視点な

ども必要なんじゃないかなと。資料が来たときに、子どもの興味を遊具以外で

もそういった惹きつけを、興味を膨らませたりというところであったり、生け

垣も日陰を作ってくれますし、とても有効な教材にはなるのではないかなと思

うので、そういったところも合わせてやっていただけるとありがたい。子ども

にとってはいけないことなのですが、隠れてやるとか、先生たちの目を盗むと

いうのは、すごくドキドキがあって楽しいのですよね。それをどう扱っていく
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かというところで、そんな悠長な話ではないのですけれども、同業者からする

と何かそういった視点はとても大事なので、大切にしてもらいたいと。うちの

園でも抜け出しが１件ありました。それは何かといいますと、下からではなく

て、保護者が毎回使う入口があるのですけれども、そこからなのですよ。それ

は暗証番号にしているのですけれども、それは抜け出しがあってから、暗証番

号にしたのです。しかし今は暗証番号を親が教えて子どもにこう、教えている

のです。抜け出そうと思えば、抜け出せるのですけれども。親御さんには暗証

番号を子どもに教えないでくださいねと言っても、親御さんを子どもが親御さ

んを困らせるわけですよね。自分が押したいって。なんで押したのだと。自分

に押させてくれって朝からとても喚いてしまうので、お母さんは仕方がなく隠

れながら押させてしまう。そういう問題もあるのですけれども、入口の問題っ

て結構、この問題ではないのですけども、抜け出しの問題というのが、うちの

園で園庭開放しているときにありましたので、そこは注意して保護者の皆様に

ご協力いただくという、そういう点がありました。 

土井会長：はい、ありがとうございます。私も例えば生け垣にネットを張るの

であれば、内側よりは外側に貼ってもらったほうがいいなと思いましたけどね。

はい。他にありますか。 

岡山委員：岡山です。抜け出すということに関して、子育てをしていて本当に

子どもの想像力が天才的なんじゃないかなということを日々実感しておりまし

て、防ぐということも非常に大事かと思うのですけれど、出てしまった後にい

かに早く見つけるかということも大事なのかと思いまして、今ですと色々なデ

ジタル機器が進化していて、色々なタグであったり機器を身につけることによ

って移動であったり、どこにいるかというのが瞬時にわかるという、色々なも

のが出てきましたので、そういったものを導入して、抜け出した瞬間に園のス

タッフの方がすぐに検知できるとか、アラートが出るとか、そういった出てし

まったときの第２のフォローというのも考えることはできないのかなと思いま
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した。それだけを導入していくとどうしても、色々な壁があってなかなか導入

できないかとは思うのですけれど。スポーツの分野ですとどれぐらい選手が１

試合で動いたかや、どういった動きをしていたのか等も、これから子どもの成

長を考えた時や保育園の売りにもなっていったり、つくばならではのデジタル

的なアプローチっていうのはとても魅力的なのかなと思いましたので、抜け出

した後も考えてもよいのかなと思いました。 

土井会長：はい。今 GPS でわかるタグもいっぱいありますよね。 

柳下委員：柳下です。私、５歳の時のたった１つの思い出が幼稚園からけんか

をして家に帰ると言って、バスで行っていたから、どこを歩いていたかは分か

らないけれど、帰ろうとして出てしまったのですよね。あの時は門などをあま

り覚えてないのだけれど、歩いていた時に、お店の人だと思うのだけれど、「誰

々君」と言われて、「はい」と言ったのは、やはり防災無線だったのですよね。

つくば市って全域防災無線が通るのでしょうか。やはり地域の人が関心を持つ

とか、そういった繋がりがやはりいいものを作っていくと思うのですよね。も

ちろんデジタルも大事なのだけど、やはり人との繋がりを大事にするようなこ

とがこれからの時代も大事じゃないかと思うので、もし、防災無線が全域に通

じていないのであったら、必ずどこかでと思って。 

土井会長：ありがとうございます。 

千代原委員：千代原です。今、岡山委員がおっしゃった、外に出てしまった時

の二次的な安全策に関して、市連協と筑波大の先生と、タッグを組んで７月に

実証実験を行う予定になっています。それは今言ったアプリを使って、行方不

明者とか迷子者を探すという実証実験なのですけれども、そういったことをや

る予定になっています。 

土井会長：情報提供でした。ありがとうございます。これは意見聴取だから、

まとめなくていいのですよね。高さも決めなくていいのですよね。 

事務局（幼児保育課）：幼児保育課岩田です。今回は皆様の色々な経験や、施
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設を運営されている代表の方の意見等を伺いながら、実際にどのようにお考え

なのかという意見を聞かせていただければと思いました。また、やはり委員の

皆様からも様々な思いといいますか、考えというものがあるのかなというとこ

ろを感じているところですので、第２回に向けましては、我々としても高さの

基準を設定すべきなのか。設定した場合はこのような形で決めましたというと

ころについて、あるかなしかということに関しましても意見等をいただきたい

と思います。委員の皆様のお時間が許す限りなのですけれども、フェンスや、

先ほどの意見を聞いた上での思いを改めて掘り下げていただきます。また、次

回に関しましてはフェンスを設置した方がいいのではないか、高さを 120 セン

チなどとしたときには、よりもっと高いものがいいのではないか、つけないほ

うがいいのではないかなどという、我々の考えに関しまして、意見をいただけ

ればと思っておりますので、今回はいただいた意見をまた改めて第２回に向け

て参考にさせていただければと思います。 

土井会長：はい。ありがとうございます。他に意見ありますか。 

長塚委員：はい、長塚です。皆さんから大変良い意見が出ているのですけれど、

ちょっと私、聞き漏らしたかもしれません。質問なのですけれども、32 ページ

と 33 ページにある、竹園保育所と並木保育所で、植栽の隙間対策のためにフェ

ンスを設置したものとネットを設置したものではどういった違いがあるのです

か。 

事務局（幼児保育課）：幼児保育課の岩田です。こちらの手法に関しましては

定まっていないところがございまして、竹園保育所に関しましては、このブロ

ックの部分がフェンスを設置することが既にできるような状況であったため

に、そのような手法を取らせていただいているところです。一方、並木保育所

に関しましては、植栽部分について基礎等がありません。そのため、基礎等の

工事を行うためには、まず基礎の設置をし、フェンスをしてということで、何

よりも抜け出さない対策を年度内で行う必要があったために並木保育所などは
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そのような対策を取らせていただいております。 

長塚委員：将来的にはフェンスにするという考えということでよろしいですか。 

事務局（幼児保育課）：はい、こちらに関しまして、フェンスにするかどうか、

そのフェンスも高さ等がありますので、設置をするためにはやはりその高さに

ついて考えていこうと思っております。仮に並木保育所を、生け垣で全部囲わ

れているので、事業者にどれぐらいの期間と費用がかかるのかということをお

聞きしたところなのですが、フェンスを作るにも生け垣を撤去することが難し

い場所もあるのですね。また、その撤去費用と設置費用で約一千四、五百万円

程度。さらにそれには設計が入っているので、設計も全保育所が行うとすれば

やはり数百万円程度かかっているとか、そういった費用面等の課題というのも

出てきますので、すべての保育所を全部フェンスに一気にするというところに

関して、予算面や色々なところを考えながら、最終的にフェンスにするのか高

さをどうするのかということを決めていかなければいけないと考えているとこ

ろです。 

長塚委員：ありがとうございます。 

土井会長：他はよろしいですか。 

浦里委員：浦里です。長い間人形劇をやっていますと、市内の幼稚園保育所は

ほとんど回っているのですが、私たちは裏口から入れていただくことが多いの

ですが、裏口はフェンスが閉まっていなかったり、抜け出しやすいところが多

いと思います。また、フェンスのない場所もありますし、職員駐車場からいき

なり園舎に入るということがありますので、ぜひ裏口の方もよく見ていただき

たいと思います。 

土井会長：よろしいですか。これは意見聴取ですのでこのぐらいにさせていた

だきたいと思います。実はもう、事務局で予定している時間からすると１時間

押しているので、５時まで 30 分程度しかないのですよね。急いでいきたいと思

います。では協議事項の３です。公立保育所の設備整備にあたっての諸条件へ
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の意見への聴取につきましてです。まず、事務局から説明をお願いいたします。 

事務局（こども政策課）：（資料に基づいて説明） 

事務局（幼児保育課）：（資料に基づいて説明） 

土井会長：ありがとうございました。今ご説明いただきました点につきまして、

ご質問、ご意見等ありますでしょうか。 

柳下委員：(４)に障害児保育を行うこととあるのですけれど、どのくらいのこ

とを考えているのかというか、幅があまりにもあると思うのですよね。もう実

績もいくつかあるということなので、そのあたりを教えていただけるとありが

たいです。 

事務局（幼児保育課）：幼児保育課です。こちらの障害児保育を行うこととい

うことが、非常に条件としては難しいところなのですけれども、まず障害児と

いう、配慮が必要な子というだけでその子を受けないということを行わないこ

とを条件と考えていただければと思います。実際には、この民間移管において

という話になってしまうと、公立保育所で今、そのような配慮が必要なお子さ

んを受けていることに関しては、必ずその移管先保育園で受け入れることとい

うのは、絶対の条件になっているのですけれども、その後民間保育所が５年、

10 年と継続して運営していく中では、加配と言われる保育補助の方の確保が難

しいというところから、受け入れられないというような事業所さんもいること

は実際のところです。それでも我々といたしましては、今回民間移管という形

なのですけれども、民間保育所にはなるのですが、公立保育所を受け継いでい

ただく施設というところの思いを元に、そのような障害がある、配慮が必要な

子でも必ず受け入れてもらえるような施設であることを望んでこのような条件

としております。 

柳下委員：そういった意味ではこの３者協議会というのがとても大事だと思う

のですよね。何か問題があれば、保護者が安心して言える場がある方がよいと

思うので。これは当分の間とあるのだけれど、できれば長く、間を空けてもよ
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いので、そういった機会を障害のある方でも分けてはいけないというのを、私

はずっと感じていることなので、可能な限りそういった方も受け入れられるよ

うな流れを作っていただければと思います。 

土井会長：他にはご意見、ご質問はありますか。 

園田委員：園田でございます。この諸条件の、３番の保育の内容についての(９)

なのですけれども、公立を受け継ぐっていうことだったと思うのですが、学校

の中では「苦情」という言葉はあまり使わず、「相談」という言葉を使ってい

ます。相談事や苦情の中にもたくさん宝はあるので、そこだけ少し気になりま

した。外部に出るものになると思うのですが。 

事務局（幼児保育課）：幼児保育課です。こちらの苦情という言葉につきまし

て、社会福祉施設における用語としては存在する言葉になります。そういった

ところで今回、苦情解決のためという形では文言として、社会福祉施設の中で

は適切な言葉としては認識しております。 

園田委員：ありがとうございます。 

〈休憩〉 

土井会長：少し調整をさせていただきたいので、時間を取らせていただきまし

た。協議事項の５番目、第三期プランの方針と報告事項につきましては、次回

にまわします。そのため、今日はこの後、審議事項の４までで終了ということ

にさせていただきたいと思っておりますので、もう少しおつき合いをいただけ

ればと思います。では、審議事項の４です。第二期つくば市子ども・子育て支

援プランの点検評価の実施方法についてです。事務局から説明をお願いいたし

ます。 

事務局（こども政策課）：（資料に基づいて説明） 

土井会長：ありがとうございます。第二期のプランの点検評価の実施方法につ

いてのご提案でした。何かご質問、ご意見等はありますでしょうか。引き続き

の委員の方は昨年と同じですが新しい方もいらっしゃるので、何か評価の方法
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について、今のご説明に対して質問ご意見等ありますでしょうか。よろしいで

しょうか。では事務局提案通りで行うということにしたいと思います。ありが

とうございます。あと４分ありますので、先程お話したように、協議事項の５

は、次回にまわします。４分ありますので、報告事項でやりましょうか。こど

も未来センター設置につきまして報告をお願いいたします。 

事務局（こども未来センター）：（資料に基づいて説明） 

土井会長：ありがとうございました。報告事項ですけれども組織体制が変わる

お話ですので、何かご不明な点、ご質問等があれば、お聞きいたしますがいか

がでしょうか。よろしいでしょうか。ないようですのでこれで報告は終わりに

させていただきたいと思います。以上で、本日の審議事項はすべて終了してい

ませんが、協議事項の５番につきましては次回にまわしたいと思います。時計

も５時を回っていますけれども、何かご発言したいことがありましたら、挙手

していただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。事務局からはよろしい

でしょうか。 

事務局（こども政策課）：はい。 

土井会長：では、ないようですので、これで事務局に返したいと思いますが、

お手元にあります、横長のＡ３の資料ありますよね。これは審議事項の５で使

うはずだったのですけれども、今回使わなかったので、これも置いておいてく

ださい。決して持ち帰らないでください。右上に回収と書いてあります。回収

ではないものもありますけども、このＡ３のものについては、次回使いますの

で、今回は持ち帰らずに、必ず机上に置いてお帰りいただきたいと思います。

ご協力のほどよろしくお願いいたします。特にこのアンケートは個人情報が入

っていますので、決して持ち帰らないようにしてください。では、事務局にお

返ししたいと思います。 

事務局（こども政策課）：土井会長ありがとうございました。本日の会議録は

後日、皆様にご確認をいただいた後に市のホームページで公開いたします。 
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以上をもちまして、令和６年度第１回つくば市子ども・子育て会議を閉会いた

します。ありがとうございました。なお、第２回つくば市子ども・子育て会議

につきましては、調整の上、メールでご案内したいと思いますので、よろしく

お願いいたします。本日は長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

―以上― 

 

 

 



令和６年度（2024年度）第１回つくば市子ども・子育て会議 

日時：令和６年（2024年）５月 28日（火） 

14時 30分から 17時 00分まで 

場所：つくば市役所本庁舎２階 防災会議室（２）（３） 

 

< 次 第 > 
 

１ 開    会 

 

２ 委 嘱 状 の 交 付 及 び 挨 拶 

 

３ 協 議 事 項 

（１） 小規模保育事業者認可に関する意見の聴取について（１事業者） 

（２） つくば市立保育所における安全管理の取組について 

（３） 公立保育所の施設整備にあたっての諸条件への意見の聴取について（上横

場保育所及び高見原・城山保育所） 

（４） 第２期つくば市子ども・子育て支援プラン（令和５年度実績）の点検・評価

の実施方法について 

（５） 第３期つくば市子ども・子育て支援プラン策定に向けた方針等について 

 

４ 報 告 事 項 

 （１）こども未来センターの設置について 

 

５ そ の 他 

 

６ 閉    会 
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協議１－１ 

 

 

協議事項 小規模保育事業者認可等に関する意見の聴取について 

 

 下記の案件につきまして事前相談がありましたので、つくば市家庭的保育事業等の

認可等に関する規則第３条の規定により委員の皆様の意見を求めます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

仮   称  天空のまちつなぐ保育園 

設 置 者  社会福祉法人筑波匠仁会 理事長 植木 匠 

設置予定地   つくば市吾妻二丁目４－18 

定   員  19名（０歳児３名、１歳児８名、２歳児８名） 

設置予定日  令和７年（2025年）４月１日 

 

 

計画地 

★ 
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協議１－２ 

 

 

小規模保育事業の概要及び認可等に関する意見の聴取について 

 

 小規模保育事業とは  

待機児童が多い３歳児未満の保育の受け皿を増やすため、子ども・子育て支援新制度で新

設された「地域型保育事業」の１類型です。定員が６人～19人と少人数であることから、子

どもの発達に応じたきめ細やかな保育が行える事業となっています。 

 小規模保育事業にはＡ型、Ｂ型、Ｃ型の３類型があり、それぞれに基準が設定されていま

す。市内には令和６年４月現在25の小規模保育事業所があり、全てＡ型となっています。 
 

主な小規模保育事業の基準（面積、人員等） 

 Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 

定員 ６人～19人 ６人～19人 ６人～10人 

必要な設備 乳児室又はほふく室、保育室又は遊戯室、調理設備、便所 

保育室等面積 ○ ０、１歳児：１人につき3.3㎡以上 
○ ２歳児：１人につき1.98㎡以上 

○ 全年齢１人につき3.3㎡以上 

屋外遊戯場 ○ ２歳児１人につき3.3㎡以上 
※ 屋外遊戯場は、敷地外の代替地（公園等）も可能。 

職員資格※ 
保育士 保育士＋保育従事者 家庭的保育者 

職員配置 ○ ０歳児   ３：１ 
○ １・２歳児 ６：１ ＋１人 

○ ３：１ 
※ 家庭的保育補助者がいる場合５：２ 

※ Ａ型・Ｂ型については、1人に限り、保健師・看護師・准看護師を保育士とみなすことができます。 

※ Ｂ型の保育従事者とは、自治体で実施している子育て支援員研修を修了した者を指します。ただし、職員

配置の１／２以上は保育士である必要があります。 

※ 家庭的保育者とは、原則保育士等の有資格者であり、自治体で実施している子育て支援員研修を修了した

者を指します。ただし、無資格者についても自治体で実施している家庭的保育者認定研修を受講すること

で、家庭的保育者の資格を得ることができます。 

○ その他、各種法令・通達等で示された基準（建築、消防、経営基盤、衛生管理、安全管理、保育指針…etc.）

を満たした上で施設整備及び運営を行います。 

 

 特定地域型保育事業の利用定員について  

 第二期子ども・子育て支援プランでは、中央部エリアにおいて地域型保育事業を整備する

計画となっています。確保量としては、各年度76人分の受け皿を確保する計画であり、事業

者の提案状況や児童の申込状況等を勘案しながら整備を進めています。 

※ 令和６年度整備分（令和６年４月２日～令和７年４月１日開園）は、今回の事業者（利

用定員19人）を含めて現時点で38人分の整備を見込んでいます。 

 

 意見聴取の目的について  

 地域型保育事業の認可に当たっては、児童福祉法等法令の定めにより、あらかじめ児童の

保護者その他児童福祉に係る当事者の意見を聴取することとなっています。つくば市では

計画段階で意見聴取を行うことで、より良い保育施設の設置を目指しています。 
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家庭的保育事業等の事業者について 

１ 事業の概要 

事業者名：社会福祉法人筑波匠仁会 理事長 植木 匠 

施設仮称：天空のまちつなぐ保育園（小規模保育事業Ａ型） 

所 在 地：吾妻二丁目４－18（子ども・子育て支援プランにおける中央部エリア） 

立  地：つくば駅直結（エレベーターで駅構内に直結） 

※トナリエつくば側ともペデストリアンデッキで接続 

建  物：ＲＣ造５階建て（２階テナントで事業実施） 

定  員：19人（０歳児３人、１歳児８人、２歳児８人） 

開設希望：令和７年（2025年）４月１日 

園 庭 等：中央公園（施設から約250m）を代替園庭として利用 

駐 車 場：送迎用３台、職員用６台（予定） 

連携施設：花の架け橋つなぐ保育園（社会福祉法人筑波匠仁会、花室） 

わだつみつなぐ保育園（社会福祉法人筑波匠仁会、遠東） 

 

２ 事業者について 

所 在 地：つくば市遠東788－１ 

実施事業：認可保育所、小規模保育事業所、地域子育て支援拠点事業 

運営実績：市内外の６施設で保育事業を展開している。 

 
 

３ 予定地について 

 事業予定地は大和ハウス工業が「（仮称）つくば市吾妻20街区プロジェクト」として建設する

つくば駅直結の複合施設であり、トナリエつくば側ともペデストリアンデッキで接続しており

非常に利便性の高い立地となっている。周辺地域ではマンション建設等が進んでおり、近隣の保

育施設を見ても保育ニーズの見込めるエリアであると言える。 

 事業実施場所となる２階テナントには避難階段に直接アクセス可能な出入口が設けられ、通

常の出入口・常用階段と避難口・避難階段の２通りの避難経路が確保される計画となっている。 

 

【協議資料】 

 事業理由書、事業計画書・運営方針、配置図、平面図、代替園庭・散歩計画書 

H29 つくば市で認可保育所を開園（学園保育園 → 現わだつみつなぐ保育園） 

H31 つくば市で保育所分園を開園（学園保育園分園 → 現わだつみつなぐ保育園分園） 

R4 つくば市で小規模保育事業所を開園（にじの森のつなぐ保育園） 

つくばみらい市で小規模保育事業所を開園（丘の上のつなぐ保育園） 

R5 つくば市で認可保育所を開園（花の架け橋つなぐ保育園） 

千葉県印西市で認可保育所を開園（にじの原のつなぐ保育園） 

R6 わだつみつなぐ保育園分園（研究学園駅徒歩約５分）で地域子育て支援拠点事業を開始 

○秘  

協議１－３ 
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事業を行う理由書 
 
当法人は、つくば市・千葉県印西市で認可保育園を３園、つくば市・つくばみらい市で小規
模認可保育園を２園運営しております。 
近年のつくば市内における保育園の新規創設によって、待機数としては目に見えて減って
いるかとは思いますが、隠れ待機児童の存在や、1・2 歳児の市内園の定員充足状況を見る
に、1~2 歳児の保育ニーズはまだまだ充足されていないと考えています。その中でつくば駅
付近のマンション建設ラッシュから、今後の保育ニーズの増加がエリアとして見込まれる
と考え、今回は小規模という形でつくば駅前に保育園を創設したいと考えています。 
 
事業地の選定理由 
当該事業地はつくば駅及び近隣マンションからのアクセスが良く、保護者の利便性が高い
場所だと考えています。駅および近隣への移動についてもペデストリアンデッキの利用が
可能で、公道に出ることなく移動が可能なこともこの用地の魅力となっています。 
また令和 4 年度に当法人で創設した花の架け橋つなぐ保育園からも車で 5 分程度、当法人
本部からも車で 5 分程度と人材も含めた共有・交流がしやすいことも選定理由に挙げられ
ます。 
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別紙２－１ 

令和 6 年 3 月 29 日作成 

つくば市小規模保育事業 事業計画書 

 

１ 設置者の概要 

フリガナ ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝﾂｸﾊﾞｼｮｳｼﾞﾝｶｲ 

法人等の名称 社会福祉法人筑波匠仁会 

主たる事務所の 

所在地・連絡先 

郵便番号 300-2633 

住所 茨城県つくば市遠東 788-1 

電話・FAX 電話：029-836-2201 FAX：029-875-3632 

E-mail shimada@gakuen-hoikuen.com 

代表者 
フリガナ    リジチョウ    ウエキタクミ 

職名・氏名 職名：理事長 氏名：植木 匠 

法人等の種別 ☑社会福祉法人 ☐学校法人 ☐株式会社 ☐その他（        ） 

設立年月日 平成 28 年 8 月 26 日 

主な実施事業 認可保育園、小規模保育事業の運営 

 

２ 施設の概要 

フリガナ カショウ テンクウノマチツナグホイクエン 

施設名称 仮称 天空のまちつなぐ保育園 

所在地・連絡先 

郵便番号 305-0031 

住所 茨城県つくば市吾妻 2 丁目 4-18 

電話・FAX 電話：未定 FAX：未定 

E-mail shimada@gakuen-hoikuen.com 

施設長 

（管理者） 

フリガナ シマダ ユウ 

氏名 島田 悠 

実務経験等 

免許・資格（                           ） 

施設等種別・経験年数（ 小規模園長職 1.5 年経験         ） 

施設長研修等（ ☑修了済  ☐受講予定  ☐受講不要 ） 

事業類型 ☑Ａ型   ☐Ｂ型   ☐Ｃ型 

事業開始予定年月日 令和 7 年 4 月 1 日 
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３ 設備の概要 

土地の状況 

所有形態 

☐自己所有 

☑賃貸（賃料  ：              円／月） 

   （賃借期間：    年  月～    年  月） 

面積 （ 2795.48 ㎡） 

建物の状況 

所有形態 

☐自己所有 

☑賃貸（賃料：500,000 円／月）（賃借期間：2025 年 4 月～2040 年 3 月：15 年

予定、最低 10 年で交渉中） 

面積 建築面積（2342.41 ㎡の一部）  延床面積（ 104.0 ㎡【保育事業部分】） 

構造 ☑ＲＣ造  ☐鉄骨造  ☐木造  ☐その他（          ） 

耐火建築物 ☑耐火建築物 ☐準耐火建築物 ☐非該当 ☐その他（       ） 

種類 ☐専用建物 ☐集合住宅 ☑商業ビル ☐その他（         ） 

建築年月    2025 年 3 月（☐完成 ☑予定） 

階数 建物（ 5  階建て）    事業実施場所（ 2  階） 

居室等の状況 

 室数 延床面積 有効面積 

乳児室 1 14.51 ㎡ 12.17 ㎡ 

ほふく室    

保育室 1 53.12 ㎡ 47.34 ㎡ 

遊戯室    

その他  36.37 ㎡  

合計  104 ㎡  

屋外遊技場 

面積 38316 ㎡ 

代替地の場合 代替地の名称（中央公園 ）  施設からの道のり（ 250  m）       

乳児と幼児の保育場所の区画 ☑有 ☐無 

保育室と調理室の区画 ☑有 ☐無 

調理設備 ☑有 ☐無 

乳幼児用便器 ☑有（台数： 2  台） ☐無 

沐浴設備 ☑有 ☐無 

医務スペース ☑有（場所：事務スペース内   ） ☐無 

駐車場 ☑有（送迎用：3 台、職員用：6 台） ☐無 
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４ 運営の概要 

保育年齢 
☑産休明け（産後 57 日目）～２歳児 

☐その他（       ）～２歳児 

定員設定 ０歳児（ 3  人）  １歳児（ 8  人）  ２歳児（ 8  人） 

開所時間 

平日    7 時 00 分から 20 時 00 分まで 

土曜日    7 時 00 分から 20 時 00 分まで 

休日保育 現状実施予定なし 

保育時間 
標準時間    7 時 00 分から  18 時 00  分まで 

短時間    8 時 00 分から  16 時 00  分まで 

給食 

提供方法 

☐自園調理 

☑搬入施設で調理 

－☑連携施設（施設名：花の架け橋つなぐ保育園 【同一法人】    ） 

－☐同一法人等が運営する小規模保育事業等（施設名：                ） 

－☐その他（                           ） 

献立 

☐自園で作成 

☑搬入施設で作成（施設名： 花の架け橋つなぐ保育園【同一法人】  ） 

☐外部委託（施設等名：                      ） 

健康管理 

健康診断 
（職員）雇入時及び年１回の定期健康診断：☑有 ☐無 

（児童）利用開始時、年２回の定期健康診断、臨時の健康診断：☑有 ☐無 

検便 ☑有（調理員：年  回、その他の職員：年 12 回）   ☐無 

嘱託医 
医療機関名：流星台こどもクリニック（予定） 

所在地  ：つくば市流星台 38-3 

嘱託歯科医 
医療機関名：がくえんのもり小児歯科（予定） 

所在地  ：つくば市研究学園 5-6-1 

安全管理 

非常災害対策計画 ☑有（☐作成済み ☑作成予定）   ☐無 

防犯マニュアル ☑有（☐作成済み ☑作成予定）   ☐無 

防災訓練等 
月１回以上の避難及び消火訓練：☑有 ☐無 

その他の訓練：☑有（地震、不審者、竜巻  ） ☐無 

緊急時の連絡方法 電話、コドモン 

苦情対応 

受付方法 苦情受付窓口等の設置：☑有 ☐無 

苦情解決体制 

苦情解決責任者：植木 匠（理事長） 

苦情受付担当者：園長 

第三者委員  ：大森猛広（系列園で第三者委員の経験 2 年） 

高橋章（評議員、警視庁 OB） 
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５ 付帯事業（実施する場合は記入） 

延長保育事業 

曜日 月~土（祝日・年末年始等除く） 

時間 
標準時間 朝（  ：  ～  ：  ） 夕（18：00 ～20：00 ） 

短時間  朝（  ：  ～  ：  ） 夕（16：00 ～20：00 ） 

料金 
19 時まで 200 円/15 分 19 時以降 300 円/15 分 上限月額 6000~6500 円（年

齢による） 

一時預かり事業 

類型 ☐一般型（定員：   人）     ☐余裕活用型 

曜日  

時間  

料金  

その他  

 

６ 職員配置 

職種 最低基準 
配置人数 

常勤 非常勤 計 

管理者（施設長） 1 人 1 人 0 人 1 人 

保育士 5 人 6 人 1 人 7 人 

保健師・看護師・准看護師  人 人 0 人 

保育補助  人 人 0 人 

調理員 0 人 人 人 0 人 

栄養士  人 人 0 人 

その他（                ）  人 人 0 人 

 合計 7 人 1 人 8 人 

 

７ 連携施設（連携施設が複数ある場合は、表をコピーして施設ごとに記載） 

設置者 社会福祉法人筑波匠仁会 

施設名称 花の架け橋つなぐ保育園 

施設類型 
☑保育所  ☐幼稚園  ☐幼保連携型認定こども園 

☐その他（                          ） 

所在地 
郵便番号 305-0025 

住所 茨城県つくば市花室 1705 

位置関係 
距離（道のり） 1.7ｋｍ 

所要時間    ５ 分（交通手段：自家用車 自転車の場合 10 分弱      ） 
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連携施設から受ける支援 

☑保育に関する助言・相談 ☑屋外遊技場の利用 ☑合同保育の実施 ☑行事への参加 

☑嘱託医による健康診断等 ☑代替保育の提供  ☑卒園児の受入れ ☑食事の提供 

☐その他（                           ） 

 

設置者 社会福祉法人筑波匠仁会 

施設名称 わだつみつなぐ保育園 

施設類型 
☑保育所  ☐幼稚園  ☐幼保連携型認定こども園 

☐その他（                          ） 

所在地 
郵便番号 300-2633 

住所 茨城県つくば市遠東 788-1 

位置関係 
距離（道のり） 4.6ｋｍ 

所要時間   11  分（交通手段：自家用車      ） 

連携施設から受ける支援 

☑保育に関する助言・相談 ☑屋外遊技場の利用 ☐合同保育の実施 ☐行事への参加 

☐嘱託医による健康診断等 ☐代替保育の提供  ☑卒園児の受入れ ☐食事の提供 

☐その他（                           ） 
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別紙２－２ 

運営方針について 

 
施設名：天空のまちつなぐ保育園 

 
１ 保育理念・保育方針、施設の特色 

保育理念・保育方針 【理念】 

個を尊重し自尊心を育む教育 

利他の精神で和を育む教育 

【コンセプト】 

つ：創る【創造性】   「未来」を創る「楽しい」を創る 

な：和やか【精神性】  豊かで和やかな心 

ぐ：グループ【協同性】 『人と人』『人と専門家』『人と地域』を

つなぐプラットフォーム 

 連携・共有・交流を図り、孤立しない人と社会を担う子どもを育

てる 

 

設計のコンセプト、施設の特色等 【設計コンセプト】 

園内をオープンスペース化することで、保育士の目が行き届きやすい

設計として配慮しました。面積が若干狭い分は近隣に本部や系列認可

園があることで収納スペースの共有をし、カバーします。 

【施設の特色】 

つくば駅直結の園として保護者の利便性を高めるとともに、近隣公園

へのアクセスの良さ、ペデストリアンデッキ等を利用することで公道

に出ることなく移動が可能となっています。 

 
２ 給食・食育、アレルギー対応 

アレルギー対応マニュアルの作成 ☑有（☑作成済み ☐作成予定）   ☐無 

衛生・栄養管理の取組 食中毒防止対応マニュアルに則り、食中毒が起こらないよう適切な対

応を実施していきます。車で 5 分ほどの同一法人運営園から給食の搬

入を行い、そちらでは栄養士が常駐しております。近隣園からの搬送

については、法人内で 5 年ほど経験があり、トラブルは発生しており

ません。アレルギー対応について過去の実績としては、概ね園児の 3

～5％程度に何らかの除去食を提供しており、また給食の時間帯での
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園児間での混入を防ぐため、除去食対象者用のテーブルの使用、一般

食対象者との距離をとる、除去食対応専任の保育士の配置、エプロン・

食器の色分けによる提供ミスの防止など、給食調理後の対応も実施し

ております。 

 

食育の取組 「食を営む力の育成」 

 近隣の畑で栽培・収穫・調理していただく豊かな体験を通して、食

への関心や食への知識を深め、感謝の気持ちを育みます。また、献立

を作る栄養士と親しみを持って積極的に触れ合い、作り手の愛情を体

感し、「感謝」と「愛」に接しながら、食事を粗末にしない気持ちを自

然に育て、その繰り返しの中で食べ方のマナーや大切に味わう事、楽

しさを育成します。 

「食育活動・地産地消」 

 地元で生産される食材を消費するだけでなく、生産者の元へ行って

お話を聞く、目で見る、質問をし、日頃の食事が多くの人の手によっ

て生産され、美味しく調理され、食卓に運ばれてくるプロセスを体験

することを以上児になった際の目標とします。そのために、当該園で

は食材がどのようにつくられているかを食事に絡めて、子どもたちに

少しずつ伝えていくことを目標にします、食事に良い体験を結びつけ

ることで、健やかな心を育み、生まれ育った地域への誇りを育て、自

我を育てます。 

「季節の食事」 

 旬のものを積極的に取り入れ、より高い栄養素で強い体づくりに貢

献します。また、その季節ならではの食材を目にし、味わうことで、

四季の変化を楽しみ、自然環境への関心を育て、食に対する感性を育

てます。 日本の年中行事では、以上児になった際に子どもたちも調

理や準備に楽しい体験を持って参加できるよう、伝統食や文化への理

解、知識、思考力や表現力を育てます。そのために当該園では行事食

の際に、行事と絡めた食事であることを少しずつ伝えていくようにし

ます。 
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３ 健康管理、保健衛生 

感染症対応マニュアルの作成 ☑有（☑作成済み ☐作成予定）   ☐無 

児童の健康管理のための取組 各種マニュアル（感染症対策、保健等）に則り、適切な保育園環境が

維持されるよう、各部屋、場所ごとに日々のこまめな清掃を習慣的に

行うチェックシートの掲示などを実施します。また食育・運動が適

切に行われることで子どもたちの心身からの健康を図り、ま

た、家庭における健康状況について ICT ツールを用いて共有す

ることで、各種感染症の流行や対策を園・家庭間で共有してい

きます。 

４ 安全管理、防災・防犯 
事故防止（予防及び再発防止）の

取組 
・保育事故防止対策：内閣府「教育・保育施設等における事故防止及

び 事故発生時の対応のためのガイドライン」に則り、事故発生防

止の活動・環境づくり、日常的な点検、予防のための組織的な取り

組みを実践してまいります。 

具体的には、施設状況に応じた適切なルール・マニュアルの設定と

その共有・教育を行い、また定期的な確認を行うことで、職員の意

識において、ルールやマニュアルが形骸化しないよう、研修を実施

いたします。 

また、ICT ツールの導入を通じて、実施すべきチェックや確認作業

に漏れが出ないようにするためのリマインド機能を活用していくと

ともに、ICT ツールに頼り切らず、職員間での情報共有や注意喚起、

ヒヤリハット事例の共有を行うことを重要視致します。 

また、心肺蘇生・気道内異物除去・AED・エピペンの使用など、実技

講習については内外の研修を積極的に利用し、全職員に実技講習と知

識の習得を図ります。 

防災（地震、火災、風水害等への

対策）の取組 
・災害リスク 水害や地震災害などに関しては、市のハザードマップ

を確認し、特に危険指定されていないエリアであることを確認して

おります。各居室及び園敷地に関しても 2 方向への避難経路を確保

しております。 

・園内避難訓練：火災・地震・竜巻・不審者等の状況をそれぞれ設定

し、月 1回の避難訓練を既存園では実施しており、当該園でもそれ

を踏襲する予定です。 
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防犯（不審者対策等）の取組 ・防犯・不審者対策 電子錠や防犯カメラの設置はもとより、園内に

警察等へのボタン式通報装置を設置検討いたします。 

 
 
 
５ 近隣説明、地域交流 

近隣住民への説明 ☐有（☐実施済み ☐実施予定）   ☑無 

地域交流の取組 今回商業施設内テナントのため、近隣住民への説明は現状では予定し

ておりませんが、近隣テナントへのご理解及びご説明は実施する予定

です。また、近隣マンション等からの要請があった場合には柔軟に対

応していく予定です。 

地域交流に関しては、面積の関係で当該園での実施は難しいですが、

近隣の系列園での地域交流イベント（正月遊びについてのイベントを

検討中）に参加していきたいと考えています。（花の架け橋つなぐ保

育園：つくば市花室） 

 
６ 保育士確保方策 

保育人材確保のための取組（新規

採用、離職防止等） 
昨今の保育士不足の問題を考えるに、大きな問題は 2つあると思いま

す。 

① 新卒保育士の待遇が低いこと 

② 経験者が保育から離れ、戻ってこないこと 

これらの問題の解決策として当法人では以下のように考えます。 

待遇面に関して、我々は若い世代（新卒～5 年目程度）の待遇を特に

他の求人よりも高めに設定しています。 

また当法人での経験年数ではなく、保育士経験年数に応じた給与体

系となっているため、経験のある潜在保育士が低い待遇からの再スタ

ートではなく、待遇改善に対応できると考えています。 

次に挙げられるのが、長時間労働の是正です。これには園での勤務

時間のみならず、自宅への業務の持ち帰りなども含みます。我々の既

存園では保育士の残業時間は多い月で 20 時間程度、平均的な月では

5 時間以下となっています。もちろん業務持ち帰りはありません。 

保育士は極力保育業務に専念してもらい、雑務や保育士でなくても
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できる事務作業等は極力本部職員でまかなうことで、残業の極少化を

図っています。 

当該園を開設するにあたり、当法人への保育士確保に対する考え方

として、近隣の保育園の保育士人材を引き抜くような、市の保育行政

でプラスにならないやり方は考えておりません。我々がとるべき対応

は、新卒や潜在保育士の方々に喜んできていただける園にすることで 

あり、そのために給与テーブル設定を新卒や潜在保育士に手厚くして

おります。 

また、近年の働き方改革やワークライフバランスの観点からも、待

遇が低い、長時間労働などの状況においては子どもたちに対して心の

余裕をもった対応ができないと考えるため、待遇面だけでなく長時間

労働の撤廃は我々の至上命題だと考えております。 

最後にもう一つ重要だと考えるのは職場の人間関係と考えます。年

齢層をバランスのとれた配置を検討していることで、新卒保育士や経

験の浅い保育士を新人サポーター研修でフォローしつつ、理事や園長

等管理職が積極的に面談を行うことで相談しやすい環境を用意して

いきます。 

また当法人の特色として、入職初日の段階で有給休暇を付与してお

り、子育て世代や介護世代などにも働きやすい環境を整備しておりま

す。 

確保済みの保育士等の経験（経験

年数、年代等） 

令和 6年 4月現在、つくば市内及び近隣市町村の保育士を当法人既存

園での必要人員数に対し、3 名多く採用しておりますので、令和 7年

4 月に本件小規模保育園が開設出来た際には、3 名ほどは既存園から

異動できる見込みです。主に 20～30 代で保育経験は新卒～10 年程度

の保育士を採用しています。 
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別紙６ 

代替園庭に関する計画書 
 

施設名 天空のまちつなぐ保育園 

所在地 つくば市吾妻 2 丁目 4-18 

 

１ 日常的に使用する公園等について 

名称 中央公園 

所在地 つくば市吾妻 2-7-13 

面積 （ 38316 ）㎡ 

施設からの距離 （ 250  ）ｍ   ※直線距離ではなく道のりで記載 

遊具 ☑ 無   ☐ 有（                   ） 

水飲み場 ☑ 無   ☐ 有 

トイレ ☐ 無   ☑ 有 

 

２ 安全対策について 

移動時の留意点 大通り（中央通り）に面する横断歩道は使用せず、吾妻小の南東側の

横断歩道を利用することを前提とする。 

行き先で遊ぶ際

の留意点 

公園北部には深くはないものの池があるため南部を中心に利用する

ことで安全に配慮する。 

 

添付書類 

(1) 施設から代替園庭までの経路図（歩道及び信号の有無を明記すること。） 

(2) 活動時の職員配置図（出入口及び設備等を明記し、職員の配置予定を図示すること。） 
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経路図（１） 

 

 
 
職員配置予定（２） 

 
☆：職員配置予定 子どもの月齢により職員の配置を狭める可能性あり 

園予定地 

歩道あり 

横断歩道 

出入口 

出入口 

出入口 

使用予定エリア 

- 24 -



㊙ 

別紙５ 

散歩に関する計画書 
 

施設名 天空のまちつなぐ保育園 

所在地 つくば市吾妻 2 丁目 4-18 

１ 散歩の行き先となる公園等について（※記入欄が不足する場合は適宜追加してください） 

 

名称 ろくまる公園 

所在地 つくば市吾妻 1 丁目 4-1 

面積 （ 3574 ）㎡ 

施設からの距離 （ 450 ）ｍ   ※直線距離ではなく道のりで記載 

遊具 ☐ 無   ☑ 有（ 砂場、滑り台等             ） 

水飲み場 ☐ 無   ☑ 有 

トイレ ☑ 無   ☐ 有 

２ 安全対策について 

移動時の留意点 極力、自動車が走る道路側は使用せず、屋内通路や地下、ペデストリ

アンデッキ等を利用する、散歩車を活用し、不意な飛び出し等が無い

よう留意する。 

行き先で遊ぶ際

の留意点 

中央公園：代替園庭に記載の通り 

ろくまる公園：面積に対し、比較的利用者が多い公園のため、他の利

用者とぶつかったりなどの事故に留意する。遊具も高学齢向けの遊具

も存在するため、それらの利用を控えるよう職員間で徹底する。 

添付書類 

(1) 施設から公園等までの経路図（歩道及び信号の有無を明記すること。） 

(2) 活動時の職員配置図（出入口及び設備等を明記し、職員の配置予定を図示すること。） 
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経路図 

 
 
全てペデストリアンデッキ移動のため、横断歩道や歩道の記載なし。 
 
職員配置予定 

 

☆：職員配置予定 子どもの月齢により職員の配置を狭める可能性あり 

 

使用予定エリア 

 

出入口 

出入口 
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